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並び立つ新旧焼却施設�
最高水準の環境対策を施した�

新しい桐林クリーンセンターの完成です�
12月からの稼働に向け�

最終の調整が進められています�

飯田市の人口（10/1現在）■人口＝106,532人（前月比＋22）男51,107人女55,425人  ■世帯＝35,432戸（前月比＋21）�

［特集］�
●桐林クリーンセンター新炉へバトンタッチ�
　より一層のごみ分別を��



これまで主に飯田市と下伊那郡北部町村のごみ処理を担ってきましたが、新
施設は根羽村を除く飯伊 17市町村で建設、運営します。対象となるごみの
処理地域は広がるわけですが、処理能力は日量120トンから93トンへと逆に縮
小します。�
これは、ごみの削減と、分別リサイクルをすすめ、どうしても燃やさなくては

ならないごみの量を推計した結果の適正量だからです。�

残念なことに、ごみの排出量は相変わらず増加傾向にあります。市の平成
13年度のごみ収集量は約２万５千トン。対前年比5.2％の増となってしまいました。�
新炉稼働と時を同じくして、家庭や事業所での焼却炉の規制も強化、実質

的に使用できなくなるので、ごみ排出量の増加が予想されます。�
皆さんの一層のごみ減量、再資源化をお願いします。�

ごみ減量対策①�

生ごみの資源化�
現在燃やすごみの約33％が生ごみ。�

　生ごみは水分量が多く、ごみの高温燃焼の妨げとなり、
焼却処理は経費の面でも割高となります。�
堆肥化して土に返す方法が、自然であり、好ましい手

段といえます。�
市では、家庭での生ごみ堆肥化処理機器の購入に補

助を続けているほか、還元できる土地の少ない中心市街
地を対象に、堆肥化のための取り組みを始めました。�
生ごみを土に返すリサイクル、ご協力をお願いします。�

ごみ減量対策②�
紙ごみの資源化�
燃やすごみ増加の原因は、平成 13年４月施行の野外

焼却禁止に伴い、自家焼却されていたごみが収集ごみに
加わったことが原因と考えられます。�
特に紙類は燃やすごみの約42％に達し、増加の大きな

要因です。紙類は、ていねいに分ければ大半が資源とな
ります。チラシなどはもちろん、菓子の空箱、アイスクリー
ムのカップなど、開いて「その他の紙」区分の資源ごみへ。�
少し面倒ですが、「燃やすごみ」は目に見えて減ります。

分ければ資源・混ぜればごみ。�

イタチガ沢最終処分場では・・・�
一方、埋立ごみは家電リサイクル法の施行・プラスチック製容器

包装の資源回収により、前年に比べ 15.8％減少しました。�

プラスチック製容器包装回収から１年�
平成13年 10月に全市一斉に回収を始めて１年。�
おかげさまで今年９月末までに929トンを回収し、再資源化率（ごみ全体

に占める資源ごみの割合）は回収前の26.1％から29.7％に向上し、埋立ご
みは減少しています。�
回収したプラスチック製容器包装は、平成14年度は日本製鉄名古屋工場

で、プラスチック原料・カーボン原料・燃料ガスなどにリサイクルされています。�

しかし、処分場に搬入されるごみには、まだま
だたくさんのリサイクル可能なものがあります。�
皆さんの一層の分別リサイクルをお願いします。� ペットボトルは�

リサイクルステーションへ�

コンビニ弁当は�
プラスチック製容器包装�

このガラスびんは�
リサイクルステーションへ�

このカップ麺の容器は�
プラスチック製容器包装�

この発泡スチロールは�
プラスチック製容器包装�

食品のトレーは�
店頭回収か�
プラスチック製容器包装�

対象地域は拡大、しかし処理能力は縮小！？�

より一層の、分別・資源化を�

■問合せ�
　環境保全課�
　廃棄物対策係�
　1（22）4511�
　内線5243



桐林クリーンセンター�桐林クリーンセンター�桐林クリーンセンター�12月から新炉へバトンタッチ�

平成14年 12月から強化される、国のダイオキシン類排出基
準値に対応するため建設を進めてきた、桐林クリーンセンタ
ーの新しいごみ焼却施設がいよいよ稼働します。�

新焼却施設は、最新の技術を取り入れた環境に優しい施設です。ダイオキシ
ン類の発生は、国の基準よりもさらに厳しい独自の基準を設け、運営していきます。�
ごみの処理方式は、流動床式ガス化溶融炉方式。燃焼温度は1300℃以上
に達し、排気ガス中のダイオキシン濃度は、旧炉（H13年 14ナノグラム）の280
分の１以下に抑えることができます。�

プラットホーム�

ごみピット�

ごみクレーン�

ごみ破砕機�

脱水機�

破砕�
ごみピット�

破砕ごみホッパ�

ガス化炉�

溶融炉�

ボイラ�

ガス冷却塔�

集じん機�

触媒反応塔�

煙突�

車からごみを降ろ
す所。�
破砕機を設置して
あり、家具などの大
型のごみを小さく
できます。�

操作室�

ごみを溜め
ておきます。�

ピット内のごみをつまんで移したり、
撹拌したりします。�

ごみを細かく砕
きます。�

ごみの水分を絞っ
て取り除きます。�

細かくした
ごみを溜め
ておきます。�

細かくしたごみをガ
ス化炉へ送ります。�

炉の底には砂が入っていてご
みを撹拌します。�
ごみを蒸し焼きにしてガスに
して溶融炉へ送ります。�
不燃物等は炉内の砂と共に排
出します。�

ガスを約1300℃で燃焼さ
せて灰分を溶かし、スラグに
します。�

高温の燃焼排ガ
スから熱を吸収し
ます。�
回収した熱は隣接
するサンヒルズい
いだへ送ったり、
発電に利用します。�

排ガス中の灰分
などを捕集しま
す。�
捕集力の高いバ
グフィルターを
採用しています。�

排ガス中の窒
素酸化物やダ
イオキシン類を
分解します。�

水を噴霧して
排ガスの温度
を約180℃に
冷却します。�

水砕スラグ�
高温で溶かした灰を水中に落とし、急冷する
ことにより、ガラス粒にします。これまでの炉
に比べ、残る灰の70％が水砕スラグとなり
ます。水砕スラグは資源として利用できます。�発電用タービン�

より一層のごみ分別を�より一層のごみ分別を�

溶融炉中央部�

ごみピット�
ガス化炉中央部分�

プラットホームでごみピ
ットへごみを投入する
パッカー車�

施設全体の運転
を管理します。�

流れ落ちるスラグ�

ごみクレーンとホッパ�

最新の技術でダイオキシン類の発生を限りなくゼロに�



　10月14日（体育の日）、みんなで

走ろう大会と風越山を歩こう大会もあ

わせて開催。�

　市内外約620人が県合庁前をスタ

ートし、自慢の健脚を競い合いました。�

　折り返し地点が白山社の13.5㎞の

コースを、トップランナーは１時間16分

19秒で駆け抜け、歓声を浴びていま

した。�

　10月12、13日の2日間、飯田運動

公園で開催。ふるさと大バザールやス

テージ催事に、伊那谷の味や文化が大

集合。また、ＦＭ放送の公開録音や消

防ふれあい広場など、大きな人垣がで

きました。特に12日夜間に開催された

「光と音の彩典」では、和太鼓や盆踊

り、獅子舞などの地元芸能に加え、遠

州新居町の手筒花火も披露されまし

た。冷え込む秋の夜を吹き飛ばす、音と

光の勢いに、観客は圧倒されていまし

た。�

光と音の彩典に魅了�

秋晴れの中�
風越山の頂を目指す�

いいだしもいなフェスティバル�

風越登山マラソン大会�



　10月19日・20日、将来（あす）の

生活と環境を考える総合イベントとして

鼎体育館、文化センターで開催。�

　新しい企画のバスツアーや、人形劇

公演をはじめとして、各種展示や体験

コーナーなど、さまざまな内容のイベント

に多くの人が集まり、関心を寄せていま

した。�

　10月20日小中学生の三遠南信交流事業として文化

会館で開催。合唱、吹奏楽、管弦楽の音楽交流に4団

体が出演しました。フィナーレの参加者全員による合同

演奏「ビリーブ」では、深い感動に会場が包まれました。�

　10月17日、高齢者クラブのスポーツ大会が開催さ

れました。趣向をこらした、たくさんの種目に参加して、

元気に汗を流している高齢者の皆さんの姿が印象的で

した。�

高齢者クラブスポーツ大会�

元気いっぱいで�
飯田市・浜松市�

ジュニア交流演奏会�

生活と環境まつり2002

やさしさを次代に�

「鯛釣り」競技�
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※矢印が出血�

　今、「自分は心の

病ではないか」、あ

るいは家族が精神の

病気で苦しんでいる

が、相談する場所が

なく、一人で悩まれ

ている方は、いらっしゃいませんか。�

　平成13年12月１日、そのような方たちの相談

を受け、地域での生活を支える専門の施設として、

南信地区生活支援センターがオープンしました。�

　この施設には、保健師・看護師・ケースワーカー

など、心の病や精神障害について専門の知識と経験

をもったベテランの職員がいて、悩んでいる方のお

話を伺い、相談をお受けしています。相談にみえた

方の気持ちを大切にし、悩みや苦しみを軽くする支

援のために、専門機関への紹介や、必要な情報の提

供も行っています。�

　また、普段ご家庭で精神障害者を介護されている

家族の皆さんが、都合で介護できないときなどには、

障害をお持ちの方に一時宿泊していただくための施

設「はなみずきの郷」も隣接しています。�

　一人で悩まずに、ご本人でもご家族でもかまいま

せん。ぜひ一度「南信地区生活支援センター」のド

アを「トントン」とたたいてみませんか。�

精神障害者のための�

南信地区生活支援センター�施設の紹介�

■問合せ　保健福祉部　福祉課�
　　　　　障害福祉係　内線　5312



未来の飯田市�
馬場　祥子さん（座光寺小6年）�

 生活クラブ生協飯田支部�

　生活クラブの始まりは、1965年東京の１人の主婦が、安心して
飲める牛乳を予約共同購入することから始まりました。牛乳からスタ
ートして、多数の食品を予約共同購入するようになりました。飯田支
部も1987年に主婦が仲間を集めて立ち上げ、現在600人余の会
員がいます。�
　具体的には、添加物(合成保存料、着色料など)を使用していな
い、食肉鶏卵などは飼料についても、とことん追求し安全なものを
使った商品を購入しています。�
　また、食材についてだけでなく環境を考え、調味料、ジュースなど
のビンの規格を統一して、再使用しています。これらのことは消費す
る側だけでなく、生産者とともに安心できる食と生活を考えていこう

という思いがあるからです。飯田支部
では、食品のラベルウォッチング(食材
にどんなものを使用しているか調べる
こと)をしたり、料理講習会を楽しんだ
りしています。今後は身近な環境に目
を向けた活動に取り組んでいきたいと
思います。�

― 連絡先　福澤　都喜子　1（25）7216

協働作業で野菜作りを楽しむ�

　８月下旬、丸山小学校５年３組の児童
と一緒に、野菜作りを行っている上飯田
夕市グループの皆さんの収穫作業を訪問
しました。�
　グループは羽場、丸山両地区内農家
の女性の集まりで、それぞれの会員宅で
栽培した季節の野菜を提供する夕市を
13年間にわたり行って来ましたが、高齢
化もあって平成13年で店じまいをしまし
た。今年になって、市農政課を通じて、
野菜作りをしたいという児童の希望を聞
いたグループの皆さんが、夕市にかわる
活動として児童と一緒に野菜作りを行う
ようになったものです。５月児童との話し
合いの結果、十数種類を作付けし管理を
してきました。児童達は会員から収穫の
手ほどきを受けながら、スイカやトウモロコ

シ、枝豆などを収穫しました。�
　市長は「いろいろ体験をして、これ
からも頑張って。」と児童を激励し、一
緒に作業に参加。会員は、「子ども達に
収穫の喜びを知ってもらうことを第一
に考えた。できるだけ子ども達に作業
を任せたが、いっしょに野菜作りが楽
しめた。」と話し、収穫を喜ぶ児童を見
守っていました。�

上飯田夕市グループと丸山小学校5年3組�

日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

�

と　き　こ�

ば　ば� しょう　こ�
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運
営
審
議
会
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

今
村
　
善
興 

考
古
資
料
館
運
営
審
議
会
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

山
口
登
輝
夫 

少
年
補
導
委
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

石
川
　
利
子 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

伊
藤
　
　
勇 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

近
藤
　
繁
雄 

嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

古
川
　
光
亮 
嘱
託
員
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

徳
永
　
　
修 
学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

佐
々
木
順
三 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

代
田
　
正
道 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

柴
田
　
邦
彦 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

田
口
　
俊
博 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

太
田
　
明
夫 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

武
井
　
武
久 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

福
澤
　
幸
和 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

松
村
　
　
浄 

学
校
医
を
永
く
勤
め
ら
れ
た�

金
井
　
ハ
マ 

芸
術
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た�

橘
　
　
左
近 

芸
術
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た�

代
田
　
多
門 

社
会
環
境
の
改
善
に
寄
与
さ
れ
た�

島
田
　
　
哲 

社
会
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

鈴
木
　
恒
雄 

上
郷
小
学
校
へ
校
旗
を
寄
附
さ
れ
た�

　
川
　
親
助 

上
郷
小
学
校
へ
校
旗
を
寄
附
さ
れ
た�

澤
柳
　
正
人 

上
郷
小
学
校
へ
ス
テ
ー
ジ
幕
を
寄
附
さ
れ
た�

竜
丘
公
民
館
建
設
委
員
会
　
委
員
長�

伊
藤
　
隆
直 

竜
丘
公
民
館
へ
舞
台
設
備
等
を
寄
附
さ
れ
た�

パ
チ
ン
コ
ダ
イ
エ
ー
グ
ル
ー
プ�

 

社
会
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

飯
田
長
姫
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ�

 

社
会
福
祉
向
上
の
た
め
車
両
を
寄
附
さ
れ
た�

佐
藤
い
　
江 

考
古
学
研
究
の
た
め
図
書
を
寄
附
さ
れ
た�

清
水
　
史
郎 

教
育
向
上
等
の
た
め
絵
画
を
寄
附
さ
れ
た�

伊
藤
　
貞
夫 

図
書
館
充
実
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

株
式
会
社
南
信
州
新
聞
社
　
代
表
取
締
役�

関
谷
　
邦
彦 

美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

木
下
　
長
志 

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

綿
半
鋼
機
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役�

野
原
　
莞
爾 

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

伊
東
　
保
直 

社
会
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

座
光
寺
地
区
自
治
協
議
会�

座
光
寺
小
学
校
へ
楽
器
等
を
寄
附
さ
れ
た�

松
村
　
弘
芳 

育
英
資
金
と
し
て
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た�

社
団
法
人
日
本
禁
煙
友
愛
会
伊
賀
良
支
部�

社
会
福
祉
向
上
の
た
め
車
両
を
寄
附
さ
れ
た�

小
林
　
文
子 

美
術
博
物
館
資
料
と
し
て
火
鉢
を
寄
附
さ
れ
た�



天竜川総合学習館�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

16日g 色ゴマを作ろう　17日a チョロねずみで遊ぼう　23日g 万華鏡を作ろう�
24日a 電気パンを焼こう　30日g ブーメランを作ろう�
9g・10a　10：00～　森のコンサート、木工・森林作業体験コーナーなど�
30日g　10：00～15：00　作る・食べる・楽しむをテーマに竹細工を体験�
16日g・17日a・23日g・24日a　木や竹でつくるハイセンス（？）な工作です�
16日g・17日a・23日g・24日a　おやつだよ、レッツ・クッキング！�
17日a・24日a　粘土細工にちょうせん�

■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ　1（27）6115

■申込・問合せ かざこし子どもの森公園事務局 1(59)8080

風を感じ、音を聞き、生き物のぬくもりを感じる、そういった体
験によってもたらされる「感動と発見」は、心の豊かさを育み、人の
成長の原動力になります。�
かざこし子どもの森公園は、豊かな自然の中で、大人たちはかつ

ての原体験を思い返し、子どもたちにとっては新たな原体験を実
感できるなど、多くの「感動と発見」に出会える公園です。「感動と
発見」をちりばめたこの公園で、思い切り自由な時間を過ごしてみ
ませんか。�
4月に開園して以来、後藤道夫先生の理科実験ミュージアムを中

心に、「土の工房（こねこね）」「木の工房（とんとん）」「食の工房（ぐ
つぐつ）」を利用したいろいろなアクティビティ（活動）が行われ、
子どもたちの笑いや驚きの声がかざこしの森にこだましています。�
公園も秋の顔になりました。あなたもぜひ秋色の子どもの森を

訪ねてみてください。�

「感動と発見」がまっている！�

11月のアクティビティ（活動）予定�
理 科 実 験ミュー ジアム �
（おいで館 10：00～15：00）�
森 林 の 感 謝 祭 �
竹 フ ェ ス タ�
と ん と ん 工 房 �
ぐ つ ぐ つ 工 房 �
こ ね こ ね 工 房 �

※このほかにもイベントや展示を予定しています。お楽しみに。�

「総合的な学習の時間」が小・中学校では平成14年度より
本格的に展開されています。�
学習館では、天竜川という恵まれた環境で、自然体験や

観察、実験、調査などを体験的に学習することができ、また、
川の持つ多面的な要素から、地域の歴史や文化、産業等の
学習活動を実施することもできます。特に、学習館は水防
活動拠点としての施設でもあることから、水害やそれに対
する人の営みについての学習環境も整えられています。�
学校と地域社会との学習活動の連携が望まれているなか、

学習館では「総合的な学習の時間」へ全面的に協力するこ
とを通して、生徒・児童が豊かな心をより一層大切にして
いくことを応援します。�

学校「総合的な学習の時間」とかわらんべの活用� ●9月21日「かわいいおし花」�
　水辺の楽校に咲いている花を

つんできておし花を作りました。

おし花といっても電子レンジで

乾燥させ、色紙の上に花を形作り、

ラミネートフィルムで閉じて完

成、という簡単なものです。出来

あがったおし花もとてもいいも

のでしたが、子ども達にとって

は外で花を探し回ることが楽し

かったようです。�●10月5日　「ザ・釣り！」�
　川路漁業組合の方を講師にお招き

し、初心者向けの釣り講座を行いま

した。釣り糸と竿の結び方や仕掛の

作り方など少し難しかったようです

が、天気もよく参加した20人以上の

小学生のなかには、5匹もフナを釣っ

た子もおり、すっかり釣りにはまっ

てしまったようです。�11月からの講座�

11月18日b　星空のかんさつ　午後6時から（予定）　★�
11月23日g　柳に彫る①�
11月30日g　堤防発掘�
12月 7日g　柳に彫る②�
12月14日g　クリスマスリースを作ろう�

午前9時から約2時間�
定員は20人まで（申込順）�

かざこしなかまの館Ｂ1「風の子倶楽部」で
行われた腹話術講習のようす�



高
齢
者
プ
ラ
ン
に�

皆
さ
ん
の
声
を�

　
現
在
、
市
で
は
平
成
１５
年
か

ら
５
年
間
の
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
や
健
康
、
介
護
保
険
な
ど

に
関
す
る
計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
、
こ
の
計
画
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
直
接
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
左
上
表
�

▼
問
合
せ
　
介
護
高
齢
課
�

　
内
線
５
３
９
４
�

女
性
に
対
す
る�

暴
力
根
絶
の
た
め
に�

　
１１
月
１２
日
〜
２５
日
の
２
週
間

は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
週
間
で
す
。�

　
ま
た
、
法
的
に
も
「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が

４
月
１
日
に
制
定
さ
れ
、
よ
り

救
済
措
置
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。�

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
に
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

　
市
で
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日

に
婦
人
専
門
相
談
員
に
よ
る
相

談
、
第
３
火
曜
日
に
法
律
相
談
、

月
〜
金
曜
日
に
は
児
童
課
母
子

相
談
員
に
よ
る
女
性
の
た
め
の

よ
ろ
ず
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。�

������▼
問
合
せ
　
男
女
共
同
参
画
課
�

　
内
線
５
３
５
１
�

福
祉
医
療
費
給
付�

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か�

親
子
い
き
い
き
事
業�

　
福
祉
医
療
で
次
の
表
の
対
象

者
の
う
ち
、
平
成
１３
年
中
の
所

得
税
が
非
課
税
に
な
ら
れ
た
方

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
申
請
手
続
き
を
し
、
認
定
さ

れ
ま
す
と
福
祉
医
療
費
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
対
象
の
方
は
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
請
方
法
　
保
険
証
、
口
座

　
振
込
の
わ
か
る
も
の
を
持
参

　
し
、
市
役
所
各
支
所
、
り
ん

　
ご
庁
舎
、
ま
た
は
保
健
課
で

　
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
保
健
課
　
医
療
給
付
係
�

　
内
線
５
５
２
５
�

　
市
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
方
を
対
象
に
、
リ
ズ
ム
体
操
、

ゲ
ー
ム
遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。�

　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
運
動
不

足
解
消
に
ど
う
で
す
か
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
�

▼
日
時
　
１１
月
１７
日
a
�

　
午
前
９
時
〜
１１
時
�

▼
場
所
�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

　
２
階
体
育
館
�

▼
講
師
　
上
郷
小
学
校
教
諭
�

　
西
村
昇
氏
�

▼
申
込
方
法
�

　
１１
月
１２
日
c
ま
で
に
、
電
話

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

※
運
動
の
で
き
る
支
度
で
お
出

　
か
け
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
児
童
課
　
家
庭
係
�

　
内
線
５
３
４
７
�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

福祉事務所�
福祉課・児童課・介護高齢課�

は�

りんご庁舎２階�
にあります。�

本町１丁目再開発ビル�

女性に対する暴力根絶の�
ためのシンボルマーク�

11月14日（木）�

11月19日（火）�

11月20日（水）�

11月21日（木）�

11月26日（火）�

伊賀良公民館　大会議室�

上郷公民館　204号会議室�

松尾公民館　和室�

飯田文化会館　1～4会議室�

龍江公民館　大会議室�

午後3時から�
2時間程度�

開催日� 時 間 � 会 場 �

66歳～69歳の方�

4歳～小学校入学前の幼児�

所得税非課税世帯�

所得税非課税世帯�

対 象 者 � 所得要件�

〈所得制限のある対象者〉�

※所得税非課税世帯とは世帯全員が年末調整後の源泉
　徴収税額がない方、確定申告で所得税がない方または
　市民税の申告書で申告した方です。�



▼
対
象
者
　
２０
歳
以
上
の
方
�

▼
内
容
�

　
Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
の
お
さ
ら
い
、�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
�

▼
日
程
�

○
Ａ
コ
ー
ス
�

　
１１
月
３０
日
g
〜
１２
月
１
日
a
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
�

○
Ｂ
コ
ー
ス
�

　
１２
月
７
日
g
〜
８
日
a
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
�

▼
参
加
費
　
無
料
�

▼
定
員
�

　
各
コ
ー
ス
２０
人
（
申
込
順
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
企
画
課
　
情
報
統
計
係
�

　
内
線
２
２
２
７
�

Ｉ
Ｔ
講
習�

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座�

シ
ル
バ
ー�

パ
ソ
コ
ン
教
室�

▼
対
象
者
�

　
お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方
�

▼
内
容
　
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
ワ

　
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
�

▼
期
間
�

　
１２
月
７
日
g
〜
３
月
の
毎
週

　
土
曜
日
（
全
１６
回
）�

▼
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
�

▼
場
所
�

　
飯
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学

　
校
（
松
尾
明
）�

▼
受
講
料
　
１
万
６
千
円
�

　（
テ
キ
ス
ト
代
別
）�

▼
定
員
　
２５
人
�

▼
申
込
方
法
�

　
１１
月
２０
日
d
ま
で
に
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

　（
申
込
者
多
数
の
場
合
抽
選
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
介
護
高
齢

　
課
　
内
線
５
３
８
２
�

　
秋
季
展
示
講
座「
死
者
へ
の

祈
り
―
長
野
県
の
縄
文
時
代
か

ら
弥
生
時
代
の
墓
制
」に
合
わ

せ
て
、講
座
と
展
示
解
説
会
を

行
い
ま
す
。�

▼
講
座
�

○
日
時
　
１１
月
１６
日
g
�

　
午
後
１
時
３０
分
か
ら
�

○
講
師
　
青
木
一
男
氏（
長
野

　
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）�

　
山
下
誠
一（
当
館
学
芸
員
）�

○
内
容
　
弥
生
時
代
の
千
曲
川

　
水
系
の
墓
制
に
つ
い
て
、弥

　
生
時
代
の
天
竜
川
水
系
の
墓

　
制
に
つ
い
て
�

○
受
講
料
　
無
料
�

▼
展
示
解
説
会
�

○
日
時
　
１１
月
１７
日
a
�

　
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
と
午
後

　
２
時
か
ら
の
１
日
２
回
�

○
解
説
　
当
館
学
芸
員
�

▼
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館
�

▼
問
合
せ
　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）３
７
５
５
�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

次
の
特
別
講
座
を
開
き
ま
す
。

多
数
の
方
の
申
し
込
み
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。�

▼
対
象
者
 
�

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、市

　
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
お
お

　
む
ね
３０
歳
ま
で
の
方
�

▼
日
時
　
１１
月
２５
日
b
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分
�

▼
場
所
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

▼
講
師
　
ポ
ル
カ
鼎
工
場
長
�

　
福
沢
正
晴
氏
�

▼
持
ち
物
�

　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
�

▼
材
料
費
�

　
１
、５
０
０
円（
前
納
）�

▼
定
員
　
１６
人
�

▼
受
付
開
始
　
１１
月
５
日
c
�

▼
受
付
時
間
�

○
平
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時
�

○
日
曜
・
祝
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
直
接
来
館
す
る
か
電
話
で
予

　
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　
1（
２
３
）５
５
７
１
�

上
郷
考
古
博
物
館�

秋
季
展
示
講
座
・
解
説
会�

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
講
座�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
　
小
・
中
学
生
�

▼
学
習
期
間
�

　
１
月
５
日
a
〜
１３
日
b
の
間

　
の
６
日
間
�

※
詳
し
い
時
間
割
は
応
募
締
切

　
後
、人
数
に
よ
っ
て
調
整
し

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

▼
会
場
�

　
上
郷
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

　
ザ
、上
郷
公
民
館
�

▼
費
用
・
科
目
�

○
小
学
生
　
４
、５
０
０
円
�

　
国
語
・
算
数
�

○
中
学
生
　
６
、５
０
０
円
�

　
国
語
・
数
学
・
英
語
�

▼
申
込
期
間
�

　
１１
月
１８
日
b
〜
１２
月
１３
日
f
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�

　
1（
２
２
）８
６
９
０
�

�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�

冬
休
み
お
さ
ら
い
教
室
�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

動物園の�
休園日�

■問合せ　動物園�
22-0416

11月 5日c◆ 7日e�
◆11日b◆18日b�
　◆25日b◆27日d�
12月 2日b◆ 9日b

に
電
話
し
ま
す
。�

市
役
所
の
電
話
交
換
手

が
で
ま
す
。�

お
知
ら
せ
に
記
載
し
て

あ
る
4
桁
の
内
線
番
号

を
お
告
げ
く
だ
さ
い
。�

市
役
所
の
担
当
部
署
に

電
話
が
つ
な
が
り
ま
す
。�

1 市役所への電話の掛け方� 2

1

5
1

4
2
2

1

5
1

4
2

11月の納税�

税目�

納期�

国民健康保険税�
（11月分）�

�

12月2日（月）�
�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �
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■問合せ先　福祉課　障害福祉係　内線5312※詳しくはお問い合わせください。�

　飯田市がサービス内容を決定する「措置制度」から、新たに利用者自らがサービスを選択
し、契約によりサービスを利用する「支援費制度」に改められます。�
　前回（広報いいだ10/1号）は、障害者（身体・知的）福祉サービスのうち、何が支援費
制度に移行するかを紹介しました。今回は利用の手順を紹介します。�

サービスの利用について支援費の支給を希
望する人は、どのようなサービスや、施設
利用が必要かご相談ください。�
りんご庁舎内　福祉課障害福祉係まで�

支援費制度利用の流れ�支援費制度利用の流れ�

①支援費の申請�

まずはご相談ください�

本　人�本　人�

流れの説明�流れの説明�

必要なサービスが決まったら、市へ支援費
支給の申請をしてください。�

市では申請者の状況を調査し、支援費の支
給が適切であれば支給の決定を行い、受給
者証を交付します。�

事業者・施設と契約し、サービスを利用し
ます。�

負担能力に応じて定められた利用者負担金
額を、お支払いください。�

市では支援費として、サービス利用に要す
る費用全額から利用者負担金額を差し引い
た額を事業者・施設へ支払います。�

①支援費の申請�

②支援費の決定�

③契約　④サービス利用�

⑤利用者負担の支払い�

⑥⑦支援費の請求・支払い�

飯田市�飯田市� 事業者･施設�事業者･施設�

②支援費の決定�
③契約�④サービス�

⑤利用者負担�

⑥支援費の請求�

⑦支援費の支払い�

サービスを提供する�
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分別して資源へ�分別して資源へ�
廃棄物の適正な処理、�
ダイオキシン類などの有害化学物質の排出抑制、�
地球温暖化の防止、�
このようなことを目的に�
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」�
が改正施行されます。�
この法改正により一部の例外を除き、�
ほとんどの�

焼却炉が使用できなくなります。�

●ごみを摂氏800度以上で燃やすことができるもの�
●外気と遮断された状態でごみを投入することができるもの�
　（2重扉など）�
●燃焼室の温度を測る装置があること�
●高温で燃焼できるように助燃装置が付いていること�
　（バーナーなど）�
※これらの規準を全て満たしていないと使用できません。�

焼却炉の新しい構造基準�

ただし、例外として�
焼却が認められる場合もあります�

庭木のせんてい枝の焼却�
落ち葉や草などの焼却�

田畑での、�
稲わらやもみ殻の焼却、�
果樹のせんてい枝の焼却�

どんど焼き、�
キャンプファイヤー、�
迎え火など、風俗習慣上の行事�

例外事項であっても、周りの迷惑になるような焼却はやめましょう。�

■問合せ　環境保全課　計画指導係　内線5249

一方、市では純粋な木材のエネルギー利用、例えば薪ストーブや薪でわかす風
呂などは推奨します。木の熱エネルギーとしての再利用は、化石燃料の使用を
削減し、地球温暖化防止対策として、効果的であると考えています。�

家庭から出るごみは、できるだけ減らし、分別を行い再資源化す
るようにしましょう。�
再資源化できないものは、「燃やすごみ」「埋立ごみ」に分け、ル
ールに沿って集積所へ出してください。�

12月1日から�
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■問合せ　消防本部　警防課  1（23）6001

古
道
ロ
マ
ン�

南
信
州
芸
能
祭
〜
伝
承
の
舞
〜�

�

ぎ
ん
ゆ
う

だ

じ
ん�

と
く
さ�

ぶ
　
な�

は
　
う�

★寝たばこは、絶対やめる。�

★ストーブは、燃えやすいものから離れた
　位置で使用する。�

★ガスコンロなどのそばを離れるときは、
　必ず火を消す。�

秋の火災予防運動�秋の火災予防運動�秋の火災予防運動�
統一標語「消す心　置いてください　火のそばに」�

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント�

★逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を
　設置する。�
★寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製
　品を使用する。�
★火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
　器等を設置する。�
★お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣
　近所の協力体制をつくる。�

４つの対策�４つの対策�３つの習慣�３つの習慣�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

　
南
信
州
広
域
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
で
は
、

こ
の
他
、
南
信
州
の
温
泉
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
「
湯
〜
ら
り
〜
南
信
州
」
や
、
南
信
州

を
題
材
に
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
「
南
信
州
ア

ー
ト
紀
行
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
う

し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
、
応
募
し
て
い
た
だ
き
、

深
ま
り
行
く
秋
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。�

　
南
信
州
で
は
年
間
を
通
じ
て
、
様
々
な
伝
統
芸

能
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
神
社
な

ど
で
行
わ
れ
る
舞
台
芸
能
と
し
て
、
地
域
の
内
外

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
歌
舞
伎
、
人
形
浄

瑠
璃
、
獅
子
舞
は
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
、
南
信

州
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
最
近
で
は
こ
う
し
た
伝
統
芸
能
に
加
え
、

和
太
鼓
な
ど
の
創
作
芸
能
に
熱
心
に
取
り
組
む
団

体
も
増
え
て
き
て
お
り
、
様
々
な
芸
能
団
体
が
南

信
州
に
根
付
い
て
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
南
信
州
広
域
イ
ベ
ン
ト
「
古
道
ロ
マ
ン

南
信
州
芸
能
祭
〜
伝
承
の
舞
〜
」
で
は
、
華
麗
な

「
舞
い
」
で
観
客
を
魅
了
す
る
舞
台
芸
能
を
皆
さ
ん

に
お
楽
し
み
い
た
だ
く
公
演
で
す
。�

　
二
百
三
十
余
年
も
前
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
大
鹿
歌
舞
伎
や
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海

外
で
も
意
欲
的
に
公
演
を
行
っ
て
き
た
今
田
人
形
、

ま
た
国
内
外
で
公
演
活
動
を
続
け
る
「
吟
遊
打
人

波
兎
」
を
は
じ
め
、「
芸
能
の
里
南
信
州
」
を
代
表

す
る
華
麗
な
舞
い
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。�

■南信州広域イベント実行委員会  10265（53）7100　URL http://www.minamin.ne.jp問合せ�

●
開
催
日
時�

　
11
月
30
日（
土
）　
午
後
1
時
か
ら
5
時�

●
会
場�

　
松
川
町
町
民
体
育
館（
下
伊
那
郡
松
川
町
）�

●
出
演
団
体�

　
第
一
部�

　
大
鹿
歌
舞
伎（
大
鹿
村
）�

　
第
二
部�

　
今
田
人
形（
飯
田
市
）　
木
賊
獅
子（
阿
智
村
）�

　
部
奈
獅
子
舞
神
楽（
松
川
町
）�

　
吟
遊
打
人
　
波
兎（
高
森
町
）�

●
入
場
無
料�

南
信
州

南
信
州�

南
信
州�



南
信
州�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください�各種相談所�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ご
と相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

税 務 相 談 �

悩 み ご と�

婦人相談員
の専門相談�

法 律 相 談 �
（予約制電話にて）�

障害者並びに�
ご家族の相談�

特別�

一般�

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付１５:００まで�
１１月１日（金）�
１１月１５日（金）�
１３：３０～１５：３０�
１１月８日（金）�
１３:００～１７:００�

１１月８日（金）�
１１月１８日（月）�
１１月２８日（木）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
１１月１２日（火）�
１３:００～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９：００～１７：４５�

１１月１２日（火）�
１３:３０～１６:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�
１１月１３日（水）�
１３：３０～１７：0０� 男女共同参画課�

内線５３５１�

児童課 内線５３４７�

りんご庁舎３階�
男女共同参画

市 役 所 本 庁 �

１１月１９日（火）�
１３：３０～１６：３０�
１１月２１日（木）�
１０：００～１５：００�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくだ
さい。�

※結婚相談は
本人の相談を
原則とします。
写真１枚必要
です。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（地域子育支援センター）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館１Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８０�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線５３４４�

1５２-０６３３�

飯田中央保育園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�

税 務 課 �
内線  ５１４１�

ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談可�

女
性
の
た
め
の
相
談�

バスに乗って、市内の施設や市が実施している
いろいろな事業を市民の皆さんにご案内し、理解
を深めていただく、「乗り合い市政ガイドいってみ
まいカー」を今年も開催します。�
　今回は、小学生以上の方を対象に「防災コース」
「福祉コース」をご案内します。�

福祉コース�
●集合日時　11月27日（水）　午前9時30分�
●集合場所　市役所裏駐車場�
●参加費用　1,000円（入浴料・昼食代）�
●持 ち 物　入浴される方は入浴タオル�
　　　　　　運動浴槽を利用される方は水着�
●担当者から　「誰もが安心して暮らせるまちづくり」�
　　　　　　のための保健福祉施設の見学です。�

コース日程�
　9：40　　　　  市役所出発�
　9：50～10：20　療育センターひまわり�
10：30～11：30　中部デイサービスセンター�
　　　　　　　　（身障デイ、老人デイ）�
11：45～13：45　ほっ湯アップル（昼食、入浴、休憩）�
14：00～14：30　第二飯田荘�
14：35～15：00　さんとぴあ飯田（共同作業所、社協）�
15：10　　　　  市役所帰着・解散�

防災コース�
●集合日時　11月25日（月）　午前9時00分�
●集合場所　飯田消防署�
●持ち物　　昼食の副食（主食は非常食を用意）�
●担当者から�
　近代の消防と地震災害への備え体験コースです。�
　ぜひご参加ください。�

コース日程�
　9：10～　9：40　消防本部指令室�
　9：45～10：25　応急処置実習�
10：30～11：50　最新の消防車・防災資機材・訓練見学�
11：50～12：20　災害のための非常食試食（昼食）�
12：20～13：00　家庭の地震対策、耐震貯水�
13：10～13：40　市立病院へリポート�
13：50～14：10　市街地の防火水槽�
14：30　　　　　飯田消防署帰着・解散�

●定　　員　各コース20人�
　　　　　　防災は申し込み順、福祉は抽選�
●申込期間　11月13日（水）～15日（金）8:30～17:15�
●申込方法　参加ご希望の方は、住所・氏名・年齢・電話番
　　　　　　　号を申込先まで電話でお知らせください。�

○防災コース�
　消防本部総務課庶務係　1（23）6000�
○福祉コース�
　福祉課庶務係1（22）4511内線5372

問
合
せ･

申
込
先�

申
込
方
法�

乗り合い市政ガイド�



プラハ交響楽団飯田演奏会�プラハ交響楽団飯田演奏会�

●
美
術
博
物
館
�

1（
2
2
）8
1
1
8

美
博
だ
よ
り�
文
化
ガ
イ
ド�

●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

指揮者　　 ズデニェク・マーカル�
ソリスト　　長谷川陽子（チェロ）�
プログラム　・スメタナ／「モルダウ」�
　　　　　・ドヴォルザーク／交響曲第9番「新世界より」他�
チケット　　ＳＳ席：12,000円　Ｓ席：9,000円�
　　　　　　Ａ席一般：6,000円　Ａ席高校生以下：3,000円
　　　　　 飯田文化会館他で発売中（全席指定）�

柏心寺山門�
（はくしんじさんもん）�

箕瀬町1丁目2464番地1　柏心寺�
飯田市指定文化財（建造物）�
寛文１０年（１６７０）以前建立。江戸時代前期の建造物。�
切妻造・桟瓦葺の一間四脚門。桃山風様式を示しています。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般500円（400円）、高校生300円（250円）、�

 小中学生200円（150円）　※（ ）内は20人以上の団体�

伊那谷の文化財�

展示期間�

ＢＳジュニアのど自慢公開録画�

１２月の人形劇人形劇�

第16回 伊那谷文化芸術祭伊那谷文化芸術祭�

ＢＳジュニアのど自慢公開録画�

１２月の人形劇�

10月20日（日）～11月24日（日）

－飯田下伊那の特質を探る－�

〈特別展〉�

1月17日　　開場18：30　開演19：00�
飯田文化会館ホール�

予選会　12月7日　 開始13:30�
本　番　12月8日　 開場13：00 開演14：00

ゲスト　w-inds　司会　森口博子�
　　放送予定　12月21日　　ＢＳ2　18：00～18：55�
※出場及び観覧申込については、広報いいだ10/15号をご覧ください

12月14日　　竹田人形館特別公演　糸あやつり人形劇団みのむし�
　麻績の里交流センター　11：00からと14：00からの　１日2回公演�
12月23日　　クリスマス人形劇2002　人形劇団京芸�
　飯田人形劇場　14：00開演　�
※詳しくはお問い合わせください。�

第16回 伊那谷文化芸術祭�
11月4日　10日　17日　23日　24日　�

飯田文化会館ホール　飯田人形劇場�
地元で活動されているグループがジャンルを超えて一堂に会し、�
１年の練習成果を発表します。�
チケット　400円（当日500円）5日間2会場共通�
　　　　　飯田文化会館で発売中（全席自由）�

　伊那谷は、諏訪湖に源をもつ天竜川の恩恵を受け、また古くから
拓かれた幹線道によって他地域との交流を深めてきました。豊富な文
化財を有する伊那谷のなかでも飯田下伊那地域では、先人たちが
大切に守り残してきた貴重な自然や文化の遺産の存在が次 と々明らか
にされてきました。そうした成果に基づき、多くは国・県・市町村の文
化財に指定されています。�
　このたびの展覧会にあたっては、飯田下伊那地域に遺る国・県・
各町村指定はもちろんのこと、未指定でも重要と思われる有形文化
財を選択し展覧いたします。また、建造
物や無形文化財・記念物は写真パネ
ル等によって紹介いたします。�
【講座】��

　日付　11月４日（祝）･10日（日）･17日（日）�

　時間　午後1時30分から�

釈迦八相涅槃図(鎌倉時代 飯田市開善寺)

１０月１日号２０ページ「飯田の文化財」の文中「迫心寺」は「柏心寺」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。�お詫び�

飯田人形劇場�

さんかわらぶき�

のこ�

しゃ　か　はっそう　ねはん　ず�


